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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

住
友
重
機
及
び
そ
の
関
連
企
業
の
富
田
機
器
、
日
特
金
属
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
年
四
月
十
五
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

前 
尾 
繁 

三 

郎 

殿 

 

提 

出 

者 
 

田 

口 

一 

男 

 

一 

 



 

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
二
番
一
号
に
本
社
を
置
く
、
住
友
重
機
械
工
業
株
式
会
社
（
以
下
住
重
機
と

い
う
）
及
び
そ
の
関
連
企
業
で
あ
る
日
特
金
属
株
式
会
社
（
東
京
都
田
無
市
谷
戸
町
二
丁
目
一
の
一
、
以
下
日
特
金

属
と
い
う
）
、
株
式
会
社
富
田
機
器
製
作
所
（
三
重
県
四
日
市
市
富
田
二
丁
目
八
の
一
四
、
以
下
富
田
機
器
と
い
う
）

の
労
使
紛
争
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
質
問
い
た
し
た
い
。 

一 

昭
和
四
六
年
八
月
以
降
会
社
の
住
重
機
の
労
働
組
合
で
あ
る
全
金
住
友
重
機
械
支
部
（
以
下
住
重
機
支
部
と

い
う
）
、
全
造
船
機
械
浦
賀
分
会
（
以
下
浦
賀
と
い
う
）
、
全
造
船
機
械
玉
島
分
会
（
以
下
玉
島
と
い
う
）
へ
の
不
当

労
働
行
為
、
組
織
分
裂
攻
撃
に
よ
つ
て
、
会
社
と
住
重
機
支
部
、
浦
賀
、
玉
島
及
び
そ
の
上
部
団
体
で
あ
る
全

国
金
属
（
以
下
全
金
と
い
う
）
、
全
造
船
機
械
労
働
組
合
（
以
下
全
造
船
と
い
う
）
と
の
間
に
労
使
紛
争
が
起
つ
て

い
る
が
、
そ
の
経
過
と
現
状
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 
住
友
重
機
及
び
そ
の
関
連
企
業
の
富
田
機
器
、
日
特
金
属
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
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意
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三 

 



 

四 

住
重
機
の
富
田
機
器
に
対
す
る
出
資
の
状
況
及
び
富
田
機
器
の
組
合
へ
の
支
配
介
入
の
事
実
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

五 

住
重
機
内
で
起
き
た
人
権
侵
害
に
つ
い
て
、
全
金
、
全
造
船
が
人
権
擁
護
委
員
会
に
申
告
し
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
そ
の
具
体
的
な
処
理
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

全
金
、
全
造
船
、
住
重
機
支
部
、
浦
賀
、
玉
島
、
全
国
金
属
富
田
機
器
支
部
（
以
下
富
田
機
器
支
部
と
い
う
）

で
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
の
申
告
、
労
働
委
員
会
へ
の
申
し
立
て
、
裁
判
所
へ
の
申
請
に
つ
い
て
、
そ
の
件
数

と
処
理
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

住
重
機
、
富
田
機
器
、
日
特
金
属
で
全
金
、
全
造
船
の
各
支
部
、
分
会
が
労
働
委
員
会
に
不
当
労
働
行
為
を
申

し
立
て
る
と
必
ず
第
二
組
合
が
結
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 
住
重
機
の
関
連
会
社
で
あ
る
富
田
機
器
、
日
特
金
属
の
組
合
へ
の
組
織
分
裂
攻
撃
に
つ
い
て
そ
の
経
過
と
現

状
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

九 

住
重
機
の
よ
う
な
日
本
有
数
の
企
業
に
お
け
る
不
法
行
為
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
昭
和
四
八
年
九

月
一
六
日
の
社
会
労
働
委
員
会
で
、
藤
田
高
敏
議
員
の
質
問
に
対
し
当
時
の
加
藤
労
働
大
臣
が
答
弁
を
し
て
い

る
。
政
府
の
企
業
に
対
す
る
行
政
上
の
措
置
及
び
政
治
的
措
置
を
今
ま
で
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
た
の
か
、
そ

の
処
理
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

八 

こ
れ
ら
の
会
社
に
対
し
裁
判
所
、
労
働
委
員
会
並
び
に
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
仮
処
分
決
定
、
救
済
命
令
、

勧
告
等
が
多
数
出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
そ
の
事
実
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 
労
働
者
が
不
当
労
働
行
為
を
労
働
委
員
会
、
裁
判
所
に
申
し
立
て
又
は
申
請
す
る
こ
と
は
憲
法
な
り
労
働
関

係
法
の
建
て
前
か
ら
当
然
の
権
利
で
あ
り
、
保
護
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
が
事
実
で
あ

る
な
ら
ば
、
労
働
者
の
保
護
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
そ
の
事
実
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

十 

労
働
省
の
高
官
が
住
重
機
の
労
務
担
当
重
役
に
就
任
し
て
か
ら
紛
争
が
多
発
し
て
い
る
が
、
そ
の
事
実
と
政

府
と
し
て
の
処
理
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

十
二 

住
重
機
追
浜
造
船
所
で
は
、
浦
賀
の
組
合
員
の
ビ
ラ
ま
き
を
会
社
が
妨
害
し
た
た
め
、
横
浜
地
方
裁
判
所

で
会
社
の
不
法
行
為
を
禁
止
す
る
仮
処
分
決
定
が
出
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
労
使
紛
争
が
続

い
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
本
年
五
月
英
国
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
見
学
す
る
と
い
う
が
、
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
両
国

の
友
好
の
上
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
紛
争
工
場
の
見
学
は
好
ま
し
く
な
い
と
思
う
が
政
府
、
外
務
省
の
見
解
を
求 

十
一 
富
田
機
器
支
部
が
不
当
労
働
行
為
を
昭
和
四
七
年
一
一
月
三
〇
日
、
三
重
地
方
労
働
委
員
会
に
申
し
立
て

た
と
こ
ろ
組
織
分
裂
を
し
た
が
住
重
機
の
他
の
関
連
会
社
と
異
つ
て
富
田
機
器
で
は
全
金
組
合
員
が
多
数
を
占

め
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
住
重
機
、
日
特
金
属
、
富
田
機
器
が
一
体
に
な
り
、
富
田
機
器
の
主
体
で
あ

る
バ
イ
エ
ル
無
段
変
速
機
の
生
産
を
日
特
金
属
に
流
し
、
そ
の
た
め
、
富
田
機
器
は
黒
字
決
算
か
ら
赤
字
決
算
に

な
り
（
日
特
金
属
は
赤
字
か
ら
黒
字
に
な
る
）
、
さ
ら
に
住
重
機
の
政
策
に
よ
つ
て
富
田
に
あ
る
技
術
開
発
部
門

の
縮
少
と
人
員
整
理
が
出
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
企
業
集
団
を
利
用
し
た
労
働
組
合
の
破

壊
攻
撃
だ
と
思
う
が
、
政
府
、
労
働
省
、
通
産
省
の
見
解
を
求
め
る
。 

六 

 



 

 

七 

め
る
。 

右
質
問
す
る
。 

 


